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甲賀市内にすむ 
絶滅が心配される動植物や 
それらを育む大切な 
自然についての連載です 

タカの仲間 
オオタカ 

オオタカの若鳥 
市内の建物に飛び込み 
保護された個体 

アカマツ上のオオタカの巣 
市内で繁殖を確認した巣。 
直径約１ｍの大きさがある。 

　ワシやタカはタカ科に属する鳥類で、大型の種が
多く、鋭いくちばしや目・爪を持っており、もうき
ん類とも呼ばれます。 
　大自然にすむ特別な野鳥と思う方もいるでしょう
が、市内では5種類のタカが繁殖しています。中で
もオオタカは、市内の身近な里山に一年中すんでい
るタカです。 
　オオタカは、名に合わず、実際はカラスほどの大
きさです。雄の翼上面が青灰色のため、「あおたか」
と呼ばれたのが、「おおたか」と変化したようです。
樹林や野原を巧みに飛んで獲物を捕まえるため、お
殿様が鷹狩りに使ったのも、主にオオタカです。 
　オオタカのなわばりは、巣を中心にして半径2km
程もあります。特に子育ての時期は、餌となる鳥類
（キジやハト、カモ等も）やネズミなどを多く捕ま
えるため、広いなわばりが必要なのです。 
　身近な里山にすむオオタカですが、多くの生き物
を捕まえるため、自然の残る地域にも、数羽ずつが
すんでいるだけです。また、巣をつくる場所は、狭
い森の場合でも、マツなど大きな木がある静かな環
境です。 

（オオタカ：滋賀県の絶滅危機増大種） 

オオタカが飛翔する姿 
自然館の剥製 
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甲賀市文化協会連合会文芸欄 今回は信楽町文化協会から お寄せいただきました。 
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